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話題提起の背景

 このような中、地方公共団体は、地域課題の
解決、行政経営の効率化に向けて、積極的な
活用が必要となっている

 新型コロナウイルス感染症拡大により、人々の行動が変化（働き方、旅行、外食、巣ごもり）

 社会の在り方の変容（リモート化、オンライン化）

 多様な分野でデジタル化へ取組の必要性が浮き彫りになった

 国ではデジタル庁を創設し、デジタル化への対応を加速

 ＡＩ、ＩｏＴ等のデジタル技術は、日々進化し、今後の社会インフラとして必須のものになる

 自治体の業務システム標準化が義務化。令和４年度から導入が始まる

【コロナ禍を契機にした社会の変化】

【地域課題の解決に向けたデジタル技術の活用】

出典：内閣府ＨＰ
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金ケ崎町の取組み（健康・福祉分野）

 これまでは町の中心部の保健センター●を
メインに実施

 新型コロナ対策として、三密を避けた実施

に向け、町内６地区の生涯教育センター●
に大型ディスプレイを配置

 ディスプレイを通じて、各地区へ教室を配
信することで、これまで交通手段が確保で
きず参加できなかった人も身近な場所で参
加できる環境に

 外出自粛による運動不足対策として、森山
総合公園のインストラクターによる「おう
ちでやろう簡単トレーニング！」を
YouTubeで配信。

【健康運動教室】

65インチ大型ディスプレイ（Wi-fi対応）

いきいき百歳体操

森山総合公園 YouTubeチャンネル
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金ケ崎町の取組み（健康・福祉分野）

 認知症高齢者の見守りのため、スマートフォンを活用した体制を構築

 対象者の衣服等に張り付けたＱＲコードを発見者がスマートフォンで読み
取ることで、家族等に連絡が届く

【認知症対策】

◆見守りサービスイメージ
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地域課題への対応の検討

道路維持管理・除雪作業の効率化

 住民ニーズが多い

 緊急的な対応が求められる
（現場作業が発生）

 自然現象に左右される

 人員体制に対し、業務範囲が
広く・業務量が多い

 施設が老朽化している

文化財（国史跡・鳥海柵跡）の活用

町内の道路施設を適切に管理していく
ためGPS、ＩoＴ、AIなど活用しながら、
既存資源の活用や他分野連携を行いな
がら道路維持管理や除雪作業の効率化
が図ることができないか？

 復元整備に未着手のため、現状は草原
の状態

 往時の状況を想像しにくい

 史跡の価値を十分に伝えられていない

 史跡の復元整備を進めるためには多く
の費用と時間を要する

ＡＲ・ＶＲ技術を利用して、来訪者に史
跡の本来の姿が体感可能な情報を提供。
さらにインターネットを利用して史跡の
魅力を発信し、遠隔地からの誘客につな
げることができないか？

そのほか…

健幸ポイント事業、コミュニティバスのオンデマンド化、災害状況確認のためのドローン活用
ＧＩＧＡスクール構想への対応、農業の生産性向上等、各分野での取組みを検討 5



出典：総務省ＨＰ 6



本意見交換会での意見交換テーマ
地域の課題解決にデジタル技術の活用が有効であり、対応が必要との認識はあるが…

◆イニシャルコスト、ランニングコストまで考えた財政的な課題

◆専門的な知識を有する人財を確保しなければならない

◆ひとつひとつの課題ごとにデータを収集しシステムを構築するのではなく、各種分野での活用を見越した
データ連携基盤を整備したほうがよいのでは？（スーパーシティの考え方）

◆実装・実行まで考えた際に、個々の市町村が、今取り組むべきことは何か？

◆市町村ごとに地域課題は違うと考えるが、中長期的なコストも考えて、広域で取り組む仕組み、県と連
携した取組みの可能性は？

◆例えば、市町村の地域課題を解決していくために、県において民間と連携し、地域課題の解決に向けた
デジタル技術の活用を推進していくための研究センター等を設置できないか？

出典：内閣府「国家戦略特区」ＨＰ
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